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幸限

俸に褒付を決定40 
市
で
は
今
年
度
か
ら
、
市
の
補

助
金
に
つ

い
て
公
募
制
を
取
り
入

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
交
付
分
の
中
間
は
1
1

0
件

(内
公
非
分
見
件
、

市
の
施

策
分
臼
件
)
に
の
ぼ
り
、
「
市
制

助
金
等
検
討
委
只
会
」
に
お
い
て

杭
げ
尽
ム

J

こ
・ヒ口
札
代
、
、
γ
匹、
J
O小
γ

寺
'
J
l
t
f

悲
喜
ノ
若
ノ
ノ
4
br

(
下
表
参
照
)
、
施
策
分
引
件
の

耶
柴
に
制
助
金
が
交
付
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
桝
査
に
よ
っ
て
、
公
必

分
で
は
新
し
く
H
件
に
制
助
金
が

交
付
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
交
付
し
て

い
た
補
助
金
の
う
ち
、

日
件
が
廃

止
・

統
合
さ
れ
ま
し
た
。
公
非
分

刊
団
体
に
交
付
さ
れ
る
補
助
金
の

総
額
は
約
l
4
6
0
万
円
で
す
。

な
お
、
こ
の
市
補
助
金
は
、
3

年
ご
と
に
審
査
し
直
し
ま
す
。

来
年
度
か
ら
の
追
加
分
に
つ

い

て
は
、

6
月
9
日
の
締
め
切
り
ま

で
に
8
件
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

検
討
委
只
会
の
務
査
を
経
て
ゆ
月

に
交
付
団
体
を
決
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

財
政
担
墨

色
(
む
)

1
1
1
1内
線
2
2
3

v市の補助金を受ける団体(公募分)、太字は新規.に交付を受ける団体
団体名 主な活動内容・目的

我孫子市史研究センタ 我孫子市の歴史を調査研究し明らかにする

我孫子野鳥を守る会 探烏会等を実施し、その楽しさと.人と烏の共生思想の普及を図る

DIYヘルプ 高齢者や障害者の家庭内事故の防止と自立促進のための住宅改醤

我孫子市民フィルハーモニー管弦楽団オーケストラを中心とした定期演奏会の実施。国際受流も視野に

肢体不自由児者父母の会 個人として尊重されるための昏発宣伝。自立に向けての自己研さん

我孫子野外美術展 地i或に残る口重な森を舞台に、公開制作での美術震を市民と共同て・開催
あひ‘こふるさと会 大杉祭などを通じて伝統芸能の保存と郷土意識の高揚を図る

古戸はやし連中 伝統芸能 (里神楽)の継象と保存。各穣イベン 卜への参加

ポプラの会 市の発展 ー活性化を図るための現状分析や英文ガイ ドブックの刊行

スポーツ少年団 少年団の普及-育成を図り‘少年にスポーツを振興する

手をつなぐ育成会 障害児者の福祉の向上をめざし、生活支援事業等を行う

小中学校体育遼盟 市内小中学校陸上大会・各種市内大会の開催

ひょっとこ陸 江戸祭りばやし 里神楽の伝承.普及、発展

我孫子合唱連盟 合唱音楽の普及と発展を促進し、音楽文化の向上に寄与する

さんきゅう会 家事援助等の在宅福祉サービスによって.住みよいまちをめざす

消v1苦言の会 健全な消費生活のための学習ー研究。リサイクル活動による環境保護

視党障害者協会 自立のための音声ワープロ勉強会の実施やボランティア団体との支流

心身際害者福祉会 研修や近隣市町との情報炎換等によって会員の生活向上を図る

あびこ子どもまつり 子どもの原点である「あそび」をテーマに子どもまつりを開催

我孫子まちづくり受流会 市民参加によるまちづく りのための研究会受流会の実施

子ども会育成会連絡協議会 小学生対象の研修会などを通じて‘各地域の子ども会活動を振興する

体育協会 各務スポーツ大会・教室の開催によるスポーツ活動の普及、競技力向上

我孫子地区BBS会 犯罪非行のない明るい社会づくりのための若者による非行防止活動等

こでまりの会 学習会や受流活動を通じた、障害児の地減社会への参加の促進

ス力ウト協議会 スカウ ト活動を通じて青少年の健全育成と地域の環境の向上を図る

我孫子ビデオクラフ 市の文化・文化財・自然ー福祉活動等の映像記録を作品にまとめ、 上映

並木小 「ふれあいサロンj 高齢者の外出機会や友遥づくりを目的に手芸や体操などて・楽しくすごす

浄化槽対策協議会 浄化槽街頭相談戸別指導等を通じた、水質汚濁の防止

夕焼けバザール実行委員会 夕焼けバザールの実施により我孫子駅前の活性化とにぎわいを創出

防災協会 火災予防広報の作成。火災予防運動啓発行事の実施

体育指導委員連絡協議会 各極スポーツ行事を通じて‘地域のスポーツ振興、発展をめざす

あびこ福祉まつり実行委員会 「みんなでつくる街 共に生きる街」をテーマに福祉まつりを実施

あび之子どもの文化運絡会 げんきフェスタの開催によって、子どもたちが成長する機会をつくる

私立保育園連絡協議会 私立保育園相互の連絡と保育者の資質向よのための研修会の実施

天王台北商庖街近代化研究会新規事業の研究.南北共同イベン トの開催による鶴居街の活性化

天王台関商庖街近代化研究会同上 (南北統合して補助)

青壮年会議 産業まつりの開催、視察研修を行い、活気ある街づくりをめざす

原爆被爆者の会 記念式典等を通じた世界平和の啓発と医療や生活等の会員相互の協力

俊業青壮年会議 「あびこ型都市段業」 の否定立に向けた調査 ・研究や消~者との支流

傷ru主巨人会 身体の陣容を克服するため、福祉医療の研修会への参加等
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時
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午
前
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時
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午
後
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時
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だ
し
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③
か
ら

@
、

お
よ
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②
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午
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分
か
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3
時
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通
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で
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東
パ
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空
白
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0
7
月
辺
自
(
土
)

午
後
3
時
以

降
の
市
役
所
経
由
は
す
べ
て
第

一

小
学
校
経
由
に

。7月
幻
自
(
日
)

午
前
9
時
ま

で
の
市
役
所
経
由
は
第

一
小
学
校

続
出
に
、
9
時
却
分
以
降
の
政
孫

子
駅
尚
日
発
治
は
運
休
。
9
時
以

降
の
布
佐
駅

・
湖
北
肌
耐
U
か
ら

の
説
孫
子
駅
行
き
は
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孫
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山
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ま
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幻
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通
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迎
行

。7月お
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(
日
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午
前
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時
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降
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孫
子
駅
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迎
休
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。7月
包
日
(
土
)

披
終
値
の
即

日
宅
前
の
停
留
所
へ
の
迎
行
は
、

休
止。7月お
日
(
日
)

鈴
木
泣
袋
前

・

米
海
銀
行
前

・
旧
け
宅
前

・山
知
山岸

設
備
工
業
前

・
ヤ
ク
ル
ト
政
孫
下

セ
ン
タ
ー
前
の
科
仲
間
所
へ
の
迎

行
は
休
止
。
他
の
仲
間
所
に
は
連

行
し
ま
す
が
、
予
定
時
川
よ
り
巡

れ
る
助
合
が
あ
り
ま
す

時
叩
分
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午
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時
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時
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叩
時転
車
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刀
引
H
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)
か
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M
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(
月
)

ま
で
、
向
円
低
い
山
十
は
左
図
の
仮
設
駐

輪
場
へ
。
駅
前
に
あ
る
向
転
山中は、
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祭
り
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山
中
、
老
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福
祉
セ

ン
タ
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「
つ
つ
じ
荘
」

・
市
民
体

打
館
の
送
迎
パ
ス
は
、
湖
北
駅
南

口
発
れ
に
な
り
ま
す
。
迎
行
時
間

に
完
先
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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v八桓神社祭礼交通規制図

v湖北まつり交通規制図

塑i予忠弘

市
制
施
行
珂
周
年
記
念
式
典
が

7
月
1
日、

市
民
会
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

式
典
は
我
孫
子
合
唱
辿
仰
と
我

孫
子
市
民
フ
ィ
ル
竹
弦
楽
団
の
出

奏
で
拡
を
あ
け
(
写
真
)
、
倒
的

治
彦
市
長
は
、

「我
孫
子
の
名
前

ど
お
り
、
我
と
孫
と
子
の

3
叶
一代

が
生
き
生
き
…件
ら
せ
る
ま
ち
に
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

こ
の
後
、
社
会
初
社
、
教
行

・

文
化
等
、
市
の
発
展
に
尽
く
さ
れ

た
方
の
功
舶
を
た
た
え
、
3
4
8

人
と
お
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

線 イヒ複

子
昭
和
笠
市
制
施
行
(
全
国
5
6
5合
同
・

県
下
詑
番
目
)

1
9
7
oz
人
ロ

5
万
人

総
一
千
代
田
線
開
通
天
王
台
駅
開
設

U
一
市
民
.7
l
ル
完
成

笠
ク
リ
ー
ン
セ
シ
タ
1
操
業
開
始
成
田
線
電
化
完
成

笠
老
人
一
裕
私
セ
ン
タ
ー

「
つ
つ
じ
荘
」
附
設

旦
つ
く
し
野
支
所

・
消
防
署
つ
く
し
好
出
張
所
閥
均

旦
市
道
布
佐
青
山
崎司

・
県
送
船
橋
我
孫
子
線
開
通
市

一民
会
館
・
市
民
図
客
館
岡
崎m

笠
人

ロ
叩
万
人
身
体
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
附
設

笠
再
資
源
化
事
業

(
我
孫
子
式
集
団
回
収
)
開

始

市

一氏
憲
章

・
市
民
の
歌
制
定
五
本
松
公
園
・
チ
賀
沼

一遊
歩
道
完
成

豆
・
一
市
民
図
客
伶
湖
北
台
分
館
岡
崎叩

常
磐

線

(我
孫
子

一1
取
手
間
)
稜
守
線
開
通

笠
保
健
セ

ン
タ
ー
開
設

旦
山
階
鳥
類
研
究
所
、
我
孫
子
に
移
転

旦
布
佐
南
近
隣
セ
ン
タ
ー
-
市
民
体
育
館
同
館

旦
消
防
署
布
佐
分
署
閉
幕

天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー
-

一
市
民
図
書
館
布
佐
分
館
開
館

旦
知
的
障
害
者
逸
品
川
史
生
施
設
「
あ
ら
さ
図
」
同
国

一日日一一
一人
ロ
ロ
万
人

土
古
河
の
博
物
館

・
根
-P
近
隣
セ
ン
タ
ー
閉
館

岡
発
戸

一市
民
の
森
岡
図

土
湖
北
地
区
公
民
館
・

局
面町一裕
社
セ

ン
タ
ー
閉
館

国

一
際
交
流
協
会
役
立

5
一布
佐
市
民
セ
ン
タ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
l
ル
附
館

一江
身
隊
害
者
一裕
社
作
業
所

「み
ず
き
」
完
成

布
佐

一市
民
の
森
開
園

L
浅
間
前
新
田
市
民
農
図
附
設

新

木

近
隣
セ
ン
タ
ー

一閉
館

市
民
プ
ラ
ザ
開
館

7
一高
野
山
ふ
れ
あ

い
市
民
農
園
附
設

情

報

公
開
制
度

一開
始

土
四
万
十
川
方
式
の
水
・
質
浄
化
施
設
を
設
E

S

O
S

-ネッ

ト
ワ
ー
ク
設
立

(俳
綱
高
鈴
者
保
護
)

叩
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
開
館

市
民
パ
ス
試
験
遂
行

一開
始

H
H我
孫
子
駅
南
ロ
駅
前
広
場
完
成
ふ
れ
あ
い

エ
易
問

一
館
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
設・
三

ロ
休
日
診
森
所
開
設

我

孫

子
駅
南
ロ
に
L

レ
ぺ

!
タ

2
0
o
o
--
-
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
設
置
久
寺
家
近
隣
セ
ン
タ

ー
開
館
松
戸
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
附
設

で

み

力

4長
/ 

のな

の

ん

年

み線

30 

回成

市孫、我



(2) 

あ
な
た
の
力
を
我
孫
子
の
ま
ち
づ
く
り
に

市

員

日
い
パ
グ
フ
ィ
ル
タ
方
式
に
交
換

し
ま
し
た
。
(
回
の
規
制
他
と
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
の
測
定
帆
は

左
衰
の
と
お
り
)

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
知
の
先
生
を
抑

え
る
た
め
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

凶
民
他
山
保
険
は
、
内
引
業
の

で
は
焼
却
の
巡
転
竹
川
を
微
版
し
万
や
職
場
の
他
山
保
険
に
加
入
で

て
い
ま
す
の
で
、
押
さ
ん
の
家
出
き
な
い
方
が
、
州
公
や
ケ
ガ
を
し

で
は
ゴ
ミ
を
燃
や
さ
ず
、
分
別
し

.
た
と
き
に
、
安
心
し
て
必
裂
な
治

て
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
山
す
よ
う
、

械
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
な

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

く
て
は
な
ら
な
い
制
度
で
す
。

問
い
合
わ
せ

ク
リ
ー
ン
セ
ン
夕

日
一
部
の
自
己
負
担
で

l
E
(幻
)
0
0
1
5

日

治
療
が
受
け
ら
れ
ま
す

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

州

る
方
は
、
病
気
や
ケ
ガ
で
治
山
械
を

/

・
受
け
る
場
合
、
か
か
っ
た
医
療
針

弘

ト
の
3
訓
(
辺
強
制
医
抑
制
度
の
対

グ

象
者
は
2
訓
)
が
自
己
負
担
に
な

り

.
り
、
残
り
の
山
口
川
は
凶
民
他
山
保

E

.険
が
負
担
し
ま
す
。

閣

ま
た
、
入
院
中
の
食
市
代
に
つ

い
て
も
、
一
部
自
己
負
担
す
れ
ば

よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

退
職
者
医
療
制
度
に
よ
る自
己
負
担

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、

長
い
則
問

(初
年
以
上
ま
た
は
刊

歳
以
降
叩
年
以
ヒ
)
会
社
な
ど
に

勤
め
て
退
職
し
、
厚
生
年
金
や
共

済
年
金
を
受
け
て
い
る

ω成
ま
で

の
い
刀
と
そ
の
扶
益
家
族
に
は
「
川単

純
お
医
山
町
制
度
」
が
適
川
さ
れ
ま

す
。こ

の
制
度
で
は
、
院
出
資
の

一

部
口
利
訓
A
け
が
本
人
の
場
合
は
、

入

・
政
院
で
2
川
、
被
扶
必
お
は

国
民
健
康
保
険
で
安
心
の
医
療
を

クリーンセンターでは1・2号炉とも基準値をクリア

夕、イオキシン類の
排出抑制にご協力を

事

を

集

2000.7.16 

市
で
は
、
平
成
旧
作十

4
M保
川

予
定
の
臓

μを
、
次
の
と
お
り
非

集
し
ま
す
。

職
種

・
受
験
資
格
表
1
参
照

受
験
手
続
き

総
務
課
に
用
訟
の

試
験
巾
込
件
に
必
製
耶
羽
を
ご
自

分
で
記
入
し
、
パ
ス
ポ
ー
ト
用
と

同
サ
イ
ズ
の
写
其
I
枚
(
無
川
町
で

最
近
3
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
も

の
)
を
の
り
付
け
し
て
、
職
種
ご

と
の
必
要
世
知

(表
2
参
照
)
と

と
と
も
に
、
7
月
M
日
(月
)
か
ら
8

月
4
日
(
金

・
消
印
祈
効
)
午
前

9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
に
、
我

孫
子
1
8
5
8市
役
所
総
務
課
へ

郵
送
ま
た
は
持
参
(
十
ぃ

・
日
附
H

を
除
く
)

※
消
防
士
は
、
本
人
が
抗
接
、
必

製
作
知
を
持
説
ず
レ
て
く
だ
さ
い

試
験
日

9
月
げ
日
(日
)

。
試
験
の
成
制
は
本
人
に
開
示

職
只
採
用
試
験
の
透
明
性
を
よ

り
高
め
る
た
め
に
、
本
人
か
ら
の

間
求
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
試
験

の
総
合
符
点
と
順
位
に
つ
い
て
の

的
報
を
開
示
し
ま
す
。

1 問
1 l.、
1 ~与

~~! b 
恥Jt ....1.ふ
2 巳

2務
『i米
乞萱戸、
85 
1 

入
院
2
川
、
辿
院
3
川
に
な
り
ま

-
。
4
u，
 

な
お
、
川
け
川
が
な
い
と
制
度

の
特
典
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で

ご
注
な
く
だ
さ
い
。

高
額
の
医
療
貨
を
負
担
し
た
場
合

1
カ
月
の
医
療
班
自
己
負
担
額

が、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
は
、
日
制
山
間
後
伐
と
し
て
超

過
す
る
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
該

当
す
る
方
に
は
、
診
山
町
月
か
ら
約

3
カ
月
後
に
ハ
ガ
キ
で
迎
如
し
ま

す
の
で
、
国
保
年
金
制
ま
た
は
折

定
さ
れ
た
支
所
で
山中
山
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

*
l
カ
刀
川
に、

1
人
の
方
が
同

じ
病
院

・
診
山
町
所
で
6
万
3
6
0

0
円

(
住
民
税
非
政
税
世
引
は

3

万
5
4
0
0円
)
以
上
支
払
っ
た

場
合
*
同
一
世
帯
で
1
カ
月
に

2
人
以

上
の
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ

3
万
円

(住
民
税
非
説
税
附
昨
は
2
万
1
0

0
0円
)
以
上
文
払
い
、

A
H
村外し

て
6
万
3
6
0
0円

(住
民
税
化
計

測
悦
陛
仰
は

4
万
2
0
0
0川
)

以
ヒ
支
払
っ
た
場
合

牢
山川
知
山
間
後
伐
の
支
給
が
、
川
.

世
情
で
過
去
1
年
以
内
に
4
川
以

上
あ
っ
た
場
令
で
、

4m円
以
降

が
l
カ
川
に
3
刀
7
2
0
0
川

(
杭
民
税
非
訓
税
肝
一
併
は
2
万
4

6
0
0川
)
以
上
支
払
っ
た
場
合

な
お
、
医
山
川
町
の
叶
れ
は
次
の

条
件
で
行
わ
れ
ま
す
。

キ
月
を
ま
た
が
っ
た
診
療
は
、
肝

月
ご
と
に
叶
訴
し
ま
す

*
同
じ
病
院

・
診
療
所
で
も
、
入

院
と
通
院
は
別
計
訴
と
な
り
ま
す

*
一
つ
の
病
院
で
組
数
の
診
山
科

に
か
か
っ
た
場
合
は
、
各
一必山町科

ご
と
に
計
詳
し
ま
す

※
入
院
中
に
負
担
す
る
食
耶
代
の

一
部
負
担
金
や
、
先
制
ベ
ッ
ド
判

な
ど
、
保
険
の
き
か
な
い
賀
川
は

支
給
の
対
象
に
な
灼
ま
せ
ん

医
療
費
以
外
の
給
付

限
桜
山
日
以
外
に
、
次
の
給
付
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

ー
、
出
産
育
児

一
時
金

(却
万
円
)

.・・被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き
に

支
給
さ
れ
ま
す
。
妊
娠
お
日
以
上

の
死
産

・
流
産
の
場
合
も
給
付
さ

れ
ま
す
(
医
師
の
祇
別
叫
が
必
袋
)

2
、
葬
祭
貸

(叩
万
円
)
・:
被
保

険
お
が
死
亡
し
た
場
合
、
川
抑
祭
を

行
っ
た
・
万
に
給
付
さ
れ
ま
す
。

3
、
移
送
貸

(川
保
述
作
会
が
命

定
し
た
制
)
:・
州
公
や
ケ
ガ
で
移

動
が
閤
雌
で
、
既
刊
少
で
や
む
を
刊

な
い
な
ど
の
内
山
で
入
院
や
転
院

を
し
た
と
き
の
移
送
山
川
は
、
必

W
K
と
必
め
ら
れ
た
場
合
に
限
り
給

付
さ
れ
ま
す
。

診
療
時
に
全
額
を
支
払
い
、

後
日
給
付
さ
れ
る
も
の

次
の
よ
う
な
場
合
、
と
り
あ
え

ず
医
療
貨
を
金
額
支
払
っ
て
い
た

だ
き
、
後
日
申
前
し
て、

国
保
連

合
会
の
査
定
に
よ
り
7
川
ま
た
は

8
訓
が
給
付
さ
れ
ま
す
。

*
緊
急
、
や
む
を
得
な
い
耶
怖
で

保
険
証
の
提
示
が
で
き
ず
、
保
険

が
位
、
え
な
か
っ
た
受
u

*
コ
ル
セ
ッ
ト
時
治
山
間
川
波
H
パ代

や
愉
胤
の
生
山
代

*
医
師
が
必
必
と
認
め
た
あ
ん
ま
、

は
り
、
き
ゅ
う
等
の
施
術
科

給
付
の
制
限
や対
象
外
に
な
る
も
の

次
の
よ
う
な
場
合
、
保
険
給
付

が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

*
け
ん
か

・
泥
酔
な
ど
や
故
意
に

よ
る
ケ
ガ
や
病
気

牢
仕
呪
ヒ
の
ケ
ガ
や
病
気

(労
災

保
険
が
迎
川
さ
れ
る
場
合
)

次
の
場
合
に
は
、
保
険
給
付
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

牢
災
特
務
形
や
前
列
矯
正

*
正
常
な
妊
娠

・
山
産

申
他
山
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
、
子

山
内
接
純

問
い
合
わ
せ

国
保
年
金
課
給
付

係
官
(お
)
1
1
1
1

※身体障害者の方は、身体障害者手慢の写しも必要です。

事務援、消防士住民票または自動車運転免許証の写し

技術総
卒業証明容または卒業見込
証明書と単位取得証明書

保育士、栄養士、 資格免許証の写しまたは
保健婦(士) 卒業(見込)証明容

学芸員 資格免許証の写し、または卒業
(見込)証明書と単位取得証明魯

受験に必要な害類

v国の規制値とクリーンセンヲ一軍IJ定結果

国の規制値
クリーンセンヲー
測 定値

9年度~14年12
11年度14年11月月以降

1号炉 80.0 5.0 2.6 

2号炉 80.0 1.0 0.013 

v表2

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
、
臨
紫
を

含
む
物
を
燃
や
す
こ
と
や
、
燃
や

す
際
に
不
完
全
燃
焼
に
な
る
こ
と

に
よ
り
、
多
く
発
生
し
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
2

サ
炉
で
平
成
同
年
ロ
月
以
降
の
脱

制
値
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
、
昨
年

度
に
銘
じ
ん
機
を
集
じ
ん
効
率
の

職種 受験資格

事務職 昭和45年4月2日から54i手4月1日までに生まれた方で、

鑑政腿行
上 級
2人 学歴lま聞いません

技術職 2人
日醐45年4月2日から54年4月1日までに生まれた方で、専門

土木 課程を修了した方または来年3月31日までに修了見込みの方

保 育士 3人
目前日45年4月2日から56年4月1日までに生まれた方で、資格
を有する方または来年3月31日までに聞告を取得見込みの方

保位婦(士)1人
目前日41年4月2日から55年4月1日までに生まれた方で、矧各
を有する方または来年3月31日までに資格を取得見込みの方

栄養士 1人
aB和45年4月2日から56年4月1日までに生まれた方で、側各
を有する方または来年3月31日までに資格を取得見込みの方

消防士 4人
昭和50年4月2日から58年4月1日までに生まれた方で、
学歴は問いません

昭和45年4月2日から54年4月1日までに生まれた方で、
学芸員 1人生物学を専攻し、 学芸員の資格を有する方または来年3月

31日までに資格を取得見込みの方

職種 予録定設用 受験資格

事務総 1人
昭和45年4月2日から54年4月1日までに生まれた方で、

鍛
上 級 学歴l.t聞いません

政職イ7事務職 1人 昭和54年4月2日から58年4月1日までに生まれた方で、
初 級 学歴l.t問いません

※次.の自要力件でが対必要です。
ア 通勤でき、 介護者なしで駿務が遂行できる方
イ.活字印刷文による出題に対応できる方
ウ.身体障害者手帳(1-6級)を交付されている方

上記以外に身体障害者の方を対象として、次のとおり募集します。

※消防士以外の職種は、身体障害者の方も安験できます。

一一、=((s 
採用職種・受験資格

還訴

学
生
の
方
に
は
学
生
納
付
特
例
制
度
が
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

経
済
的
な
剛
山
等
で
保
険
料
の

納
付
が
閑
雌
な
肌
制
作
に
は
、
保
険

料
の
免
除
制
肢
が
あ
り
ま
す
の
で
、

川
保
年
金
訓
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

免
除
は
、

叶
一川…
川
令

μの
前
年
所
科

A
点
制
等
を
法
制
中
に
，
水
認
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
学
生
(
佼
川
・

通
い
教

育
課
ね
を
除
く
)
に
つ
い
て
は
、

今
年
4
月
か
ら
、
学
生
納
付
特
例

制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

本
人
の
所
持
が

一
定
額
以
下
で

あ
れ
ば
、
親
一応
世
桔
の
所
仰
付
金
額

に
凶
わ
ら
ず

-m閉
山
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
4

布
切
さ
れ
る

方
は
い
め
に
山
中
川
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
前
山
中
山
に
免
除
を
受
け

ら
れ
た
み
で
、
引
き
続
き
今
年
度

も
免
除
を

A
引
す
る
場
合
も
、
民

新
が
必
渓
で
す
。

※
品
し
く
は
同
似
年
金
瀧
年
金
係

官

(
白

)
1
1
1
1内
線
3
2
6
・

3
2
7
へ
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

田
口
氏
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に

は
、

二
足
の
納
付
則
川

(免
除
則

川
を
合
む
)
が
必
裂
で
す
。

朱
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

将
来
、
必
齢
必
礎
年
金
を
は
じ
め
、

万

一
の
と
き
の
附
内
法
礎
年
金
も

受
給
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

v表1

友教氏

知的障害者更生施設みどり図(中峠2310)での
入所者の生活指導など

昭和49年4月2日以降に生まれ、
1、短大卒業(見込)以上で、社会福祉、心理学、
教育学、社会学の学科を専攻した方

受験資格12、専修学校卒業(見込)で、 社会福祉に関する
学科を専攻した方
3、高卒以上で、 2年以上知的障害者の福祉に
関する事業に従事した方

組合事務所で配布の受験申込書、写真(縦4cmX
必要害額|検3cm)2枚、受験資格に係る卒業(見込)証明
書、成績証明書

7月31日(月)までに本人が直後、必要書類などを
出方法・|東葛中部地区総合開発事務組合 (柏市役所隣り ・
柏市都市娠興公社3踏)H(64}5251に持参
(土・日曜日、祝日を除〈午前9時から午後5時)

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
加
入
者
は
入
院
中
の
食
事
代
が
軽
減
さ
れ
ま
す

中村友教氏

水道事業管理者に

中村

一般加入者 1日 760円

住民税非課
90日までの入院 1日 650円

税世帯等 90日を超える入院 1日 500円
(過去12カ月の聞で)

老齢福祉年金を受けている方11日 300円

支
援
謀
)
へ
申
泊
し
て
く
だ
さ
い
。

申
前
が
認
め
ら
れ
る
と
認
定
証

が
発
行
さ
れ
ま
す
の
で
、
医
療
機

山
の
窓
ハ
に
保
険
一
品
に
添
え
て
桜

山
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
軽
減
を
受
け
て
い
る
方
も

再
度
手
続
き
を

現
布
、
慨
減
を
受
け
て
い
る
万

も、

6
川
1
け
か
ら
新
年
度
の
切

り
終
え
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
再

度
、
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
入
院
日
数
が
凶
日
を
越

え
る
と
、
負
担
額
は
さ
ら
に
怪
減

さ
れ
ま
す
の
で
、
再
度
中
附
し
て

く
だ
さ
い
。

※
入
院
時
の
食
明
代
は
日
制
般
公

費
の
支
給
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ

川
保
年
金
訓
給
付

係
官
(
お
)
I
l
l
-
内
線
3
2
4
、

3
2
5
介
波
支
援
却
阿
山
町
介
護

係
官
(釘
)
1
1
1
1内
線
4
1
4
、

4
1
4
5
 

入
院
小
の
也
市
ド
代
は
、
診
療
に

か
か
る
質
問
と
は
別
に
、
.
」
・
n
に

つ
き
7
6
0円
が
円
己
負
担
に
な

り
ま
す
が
、
市
民
税
が
非
ぷ
税
の

附
引
な
ど
の
川
以
他
山
肌
保
険
加
入

省
は
、
山
中
川
川
に
よ

っ
て
ね
引
が
崎
町

滅
さ
れ
ま
す
。
(下
表
参
照
)

時
減
を
受
け
る
に
は

「岡
山
叩
ね

判
制
減
柏
山
判
叫
ん
正
証
」
が
必
裂
に
な

り
ま
す
。
該
当
す
る
万
は
川
保
年

金
諜
(
老
人
院
療
受
給
者
は
介
議

土
出
忠
男
水
道
事
業
管
理
者
の

退
任
に
伴
い
、
7
月
1
日
付
け
で
、

と
も
の
り

新
た
に
中
村
友
教
氏
が
水
道
事
業

管
理
必
に
就
任
し
ま
し
た
。

中
村
氏
は
、
附
和
知
年
我
孫
，
f

町
役
場
に
人
り
、
こ
れ
ま
で
市
民

部
以
、
保
健
制
祉
部
長
、
ぷ
会
下

務
い
川
公
、
辿
設
部
長
な
ど
を
臆
任
。

川
和
凶
作
は
川
1
川
崎
」
ま
れ
。
住

所
は
湖
北
什
3
の
凶
の

2
。

V入院中の食事代自己負担額
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手賀汚と人と文化のハーモニ「心輝くまち
新たな基本構想を議会に提案

E含計Z
市
で
は
、

2
0
0
1
年
(
平
成
叩
年
)
の
ス
タ
ー
ト
を
め

ざ
し
て
、
市
民
参
加
に
よ
る
新
た
な
総
合
計
画
“つ
く
り
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
新
た
な
総
合
計
画
つ
く
り
の

目
的
や
経
過
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、

6
月
の
定
例
市

誠
会
に
提
案
し
た
基
本
構
想
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

計
画
づ
く
り
の
目
的

子
山
齢
社
会
へ
の
移
行
、
国
際
化

や
情
報
化
の
進
展
、
女
性
の
社
会

参
加
な
ど
の
社
会
構
造
の
変
化、

さ
ら
に
地
球
規
棋
で
の
部
境
問
題

な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
状
況
に

直
而
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
方
分
権
の
進
展
に
よ

り
、
自
治
体
の
自
立
を
前
提
と
し

た
、
市
民
と
市
の
新
た
な
関
係
づ

く
り
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
活
動

が
展
開
さ
れ
て
い
る
な
か
で
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
と

な
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ

の
取
り
組
み
も
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

新
し
い
総
合
計
画
は
、
こ

う
し
た
時
代
の
胎
動
を
受
け

と
め
、
新
し
い
地
域
社
会
を

生
み
出
す
力
に
変
え
、

独
創

的
な
魅
力
の
あ
る
ま
ち
を
市

民
と
市
の
協
働
で
築
い
て
い

く
た
め
に
、

初
年
後
の

2
0

2
0
年
(
平
成
刀
年
)
の
ま

ち
の
姿
と
、
そ
の
実
現
に
向

け
た
行
財
政
運
営
の
目
椋
と

基
本
的
方
向
を
示
す
た
め
に

策
定
す
る
も
の
で
す
。

市
で
は
、
1
9
8
5年
(
昭
和

ω年
)
に、

2
0
0
6年
を
目
燃

と
す
る
基
本
梢
想
を
定
め
、
『
手

口
沼
の
ほ
と
り
、
や
す
ら
ぎ
の
ま

ち
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、

今
日
の
地
域
社
会
は
、

経
済
状
況
の
変
化
や
、
急
速
な
少

我孫子市におけ
るシニア男性の
地域社会での今
後の活動意向調
査・平成9年度

まちづくりのた
めの市民意識調
査(子育て世代の
定住意向謂査)
.平成10年度

市民意識調査
(中学生アンケ
ー卜)υ平成11
年度

※アンケー卜調
査の蝿要につい
ては、企画調整
担当へお問い合
わせください。

⑨ ⑥⑪⑪⑪  

⑪⑮⑪@⑩ 

平
成
叩
年
度

計
画
*つ
く
り
の
経
過

平

成
叩
年
度

総
合
計
画
づ
く
り
を
市
民
と
市

が

一
体
と
な
っ
て
進
め
る
た
め
に
、

初
歳
か
ら

ω成
代
の
市
民
話
人
に

よ
る
「
総
合
計
画
策
定
市
民
委
只

会
」
(
染
谷
幸
和
委
員
長
)
と、

市
の
若
手

・
中
堅
職
員
刊
人
に
よ

る
「
総
合
計
聞
策
定
作
業
委

μ会」

総
合
計
画
は
、
数
あ
る
市
の

計
画
の
中
で
も
、
批
上
位
に
位

世
づ
け
ら
れ
る
計
闘
で
、
市
が

行
う
す
べ
て
の
施
策
は
、
総
合
計

画
に
器
づ
い
て
行
わ
れ
ま
す
。

総
合
計
画
は
、
「
基
本
桝
想
」

「
基
本
計
画
」
「
実
施
計
画
」

の
3
つ
で
緋
成
さ
れ
ま
す
。

(
左
図
参
照
)

。基本構想は‘ 20年後の
2020年(平成32年)の将
来都市像と‘その実現に
向けた行財政運営の基本
的な考え方を示すもので、
地方自治法により議会の
議決が必要です。
。基本計画は、基本構想に
示された将来都市像を実
現するための施策の具体
的な方向性を部門別に体
系化したものです。
。実施計画は、基本計画に
定められた施策の方向性
を、財政計画と適合させ
た事業プログラムとして
示したものです。

平
成
什
年
度

を
設
位
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
問

者
に
よ
る
「
合
同
会
部
」
を
設
位

し
ま
し
た
。

合
同
会
議
で
は
、
ま
ず
身
近
な

地
区
に
活
目
し
、
我
孫
子
、
天
王

台
、
湖
北
、
新
木
、
布
佐
の

5
つ

の
地
区
に
分
か
れ
て
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
形
式
で
意
比
交
換
を
実
施

し
ま
し
た
。
9
回
に
わ
た
る
作
業

の
成
川市
と
し
て
、
「
地
区
別
ま
ち

づ
く
り
榔
想
原
案
』
を
ま
と
め
ま

し
た
。

平
成
刊
年
度
か
ら
現
在
ま
で

各
地
区
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
広
く
計
画
づ
く
り
に
反
映
す

る
た
め
、
合
同
会
議
の
メ
ン

バ
ー
が
「
地
区
別
ま
ち
づ
く

り
榔
想
原
案
」
を
挑
え
て
、

各
地
区
で
「
地
区
ま
ち
づ
く

り
会
議
」
を
3
1
4
回
開
催

し
ま
し
た
。

ま
た
、
合
同
会
議
で
は
、

環
境
、
地
域
経
済
情
性
化
、

福
祉
、
市
民
情
刷
、
都
市
基

総
の

5
つ
の
部
門
に
分
か
れ

て
協
議
を
市
一ね
、
基
本
榔
怨

原
案
と
必
本
計
回
竹
子
案
の

3 
議 会

i基本構想の審議と議決 !

平
成
吃
年
度

と
り
ま
と
め
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

合
同
会
議
で
と
り
ま
と
め
ら
れ

た
器
本
桝
想
原
案
は
、
学
識
経
験

者
や
団
体
の
代
表
者
却
名
で
梢
成

さ
れ
る
「
総
合
計
画
経
議
会
」

じ
ん
ろ
う

(山
口
隆
郎
会
長
)
で
務
議
さ
れ

ま
し
た
。

8
回
に
わ
た
る
森
裕
を
縫
て
、

5
月
初
日
に
は
、
「
我
孫
子
市
が

め
ざ
す
引
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
の

理
念
や
発
展
方
向
か
ら
み
て
、
お

お
む
ぬ
妥
当
」
と
の
答
申
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
(
写
真
左

)

総
合
計
画
審
議
会
に
よ
る
答
申

を
受
け
て
、
基
本
榊
恕
案
を

6
月

円

H
に
市
議
会
に
提
案
し
ま
し
た
。

今
後
の
予
定

器
本
梢
恕
は
、
今
後
市
議
会
で

税
減
さ
れ
ま
す
。
謀
本
計
四
は
、

総
合
計
四
・
梓
議
会
で
の
審
縦

・
答

出
・を
経
て
と
り
ま
と
め
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
あ
わ
せ
て
実

施
計
画
の
策
定
作
業
を
進
め
ま
す
。

な
お
、
法
本
梢
恕
笑
の
全
文
は
、

行
政
情
報
資
料
室
ま
た
は
我
孫
子

市
ホ
l
ム
ペ
l
ジ
ヘ
ア
ド
レ
ス
は

1
而
の
左
上
を
参
昭
二
で
ご
先
に

な
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

企
画
制
批
判
担
当
官

(お
)
1
1
1
1
内
線
2
2
5

第
二
は
、
遊
歩
道
、
自
然
飢
耐
帝
国
、

成
業
体
験
回
な
ど
の
交
流
空
間
づ

く
り
や
国
際
的
な
水
準
を
恕
撤
し

た
湖
岸

・
街
波
み
の
日
以
観
づ
く
り

を
心
が
け
ま
す
。

私
た
ち
は
、
自
然
と
人
の
営
み

が
文
化
に
な
っ
て
い
く
ま
ち
を
め

ぎ
し
ま
す
。

基
本
構
想
案
の
構
成

E ーーー可

主占在i;豊 高官官官祭EE都市霊像j度境 lく の 〈会 互 めめ

学習 2 dェう 大綱 まち いと ，い回を也、 環続 日月、ざ

書6目2産誌 本基的 手富交清で いや主文化 にから 将す来の

市 3なす
1 .... と活るにし ま I~ 

量7t祉z晶wi 
人力心高てち
とをでめいの
化文生元るま姿
む気ます。を

防災 4 し 絡部を の ま なち 次
ハ ちまへ の

-市て7 1へち よ
防活民いつ モ 〆¥ つ
~[!. まに
動て体

'-

I ~ 

N . n 
佐1布色 湖孫我明次 地

基本方針を 都市栂造 最終左次手人口1北也子地 から)>!の也 別襲区
区区 Lし区力ず

明から の形成の 線の人自 市得道
区てめ

業地 いざ天ます
同一主すそ に考え 口

区台 。れ
でし方定を地 ぞ

区れ い、め
の ま土て

将来{を象
す I利用也い
ま
す
の 。

ー
将
来
都
市
像

(
全
文
)

自
然
環
境
を
文
化
に
高
め
る
ま
ち
ヘ

取
の
飛
来
よ
再
び
H

の
夢
に
挑

哨
し
ま
す
。
そ
れ
に
は
自
然
に
負

荷
の
か
か
ら
な
い
資
源
循
加
盟
の

く
ら
し
を
築
く
と
と
も
に、

環
境

問
題
に
取
り
組
む
先
進
的
な
知
問
中

を
生
み
出
す
こ
と
が
露
宴
で
す
。

時
代
が
変
わ
っ
て
も
、
変
わ
ら

な
い
側
他
。
そ
れ
が
我
孫
子
の
自

然
環
境
の
広
が
り
で
す
。

春
夏
秋
冬
の
美
し
い
季
節
の
移

り
変
わ
り
に
、
私
た
ち
は
何
度
心

を
動
か
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
の
除
に
は
自
然
の
保
全
と
再
生

に
つ
く
し
た
多
く
の
先
人
た
ち
の

苦
労
が
あ
り
ま
す
。
歴
史
を
引
き

継
ぎ
、
環
境
モ
デ
ル
都
市
と
し
て
、

国
内
外
の
多
く
の
人
た
ち
が
訪
れ

る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
が
新
た
な

目
標
で
す
。
第

一
は
手
賀
沼
水
質

浄
化、

水
質
改
善
ベ
ス
ト
ー
を
実

現
し
ま
す
。

μと
共
に
く
ら
し
、

お
互
い
を
思
い
や
る
心
で
元
気
な
ま
ち
ヘ

少
子
化
・
日
齢
化
が
進
ん
で
も
次
ど
、
ね
た
ち
の
心
の
紳
は
儲
か
な

叶
一
代
に
伝
え
た
い
も
の
、
そ
れ
が
も
の
が
あ
り
ま
す
。
保
健
、

医
療
、

我
孫
子
市
民
の
人
と
人
の
優
し
い
柿
祉
の
充
実
は
こ
の
緋
を
も

っ
と

凶
係
で
す
。

強
く
自
由
に
し
ま
す
。
必
要
な
時

こ
れ
ま
で
も
高
齢
者

・
障
害
者
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、

へ
の
支
援
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
地
域
で
支
え
合
う
し
く
み
を
つ
く

動
を
通
じ
て
の
子
ど
も
の
行
成
な

H
次
ぺ

l
ジ
へ

H
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H
前
ぺ

l
ジ
か
ら
H

り
ま
す
。
公
共
施
設
、
歩
迫
な
ど

の
バ
リ
ア
フ
リ
l
化
も
そ
の
ひ
と

つ
。
一
人
ひ
と
り
の
自
立
を
似
し
、

附
伴
者
、
日
齢
者
も
社
会
参
加
で

き
る
制
柑
鍛
を
す
す
め
ま
す
。
阿

じ
く
子
ど
も
の
山
生
、
子
山
川
て
も
、

家
出
、
学
校
、
地
峨
の
辿
悦
の
中

で
安
心
し
て
で
き
る
よ
う
知
思
を

い
か
し
ま
す
。
子
や
孫
に
我
々
の

手
づ
く
り
の
人
間
凶
係
を
伝
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
相
手
を
思
い
や

る
視
野
の
広
い
子
ど
も
た
ち
を
は

ぐ
く
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
住
駅

岐
に
つ
い
て
も
三
世
代
に
わ
た
る

定
住
に
つ
な
が
る
施
策
に
収
り
組

み
ま
す
。

ね
た
ち
は
、
地
峨
と
人
へ
の
愛

却
が
山
然
に
生
ま
れ
る
ま
ち
を
め

ざ
し
ま
す
。

出
会
い
と
交
流
で
活
力
を
生
む
ま
ち
ヘ

山
会
い
が
あ
り
、
交
流
が
あ
り
、

そ
の
中
か
ら
科
び
と
抗
力
が
生
ま

れ
て
く
る
。

引
世
紀
の
収
か
さ
は

白
山
時
川
が
生
む
文
化
の
あ
り
ょ

う
で
洲
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

我
孫
子
の
市
民
活
動
や
生
保
学

刊
は
そ
の
発
似
の
場
と
し
て
、
放

も
が
自
分
の
能
力
を
発
抑
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
レ
ベ
ル
は
向
く
、

市
民
、
耶
染
者
、
市
が
対
等
な
パ

ー
ト
ナ
ー
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
に

参
画
す
る
グ
ル
ー
プ
も
山
て
き
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
市
民
の
市

政
へ
の
参
加
や
起
業
へ
の
励
き
は
、

我
孫
子
の
大
き
な
特
以
で
す
。
的

端
技
術
の
市
川
が
す
す
み
、
出
家
、

陶
山
、
企
業
人
、
N
P
O、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
脳
同
倒
的
な
活
動
が
、

E
人
口
と
都
市
構
造

(
抜
粋
)

人

口

2
0
2
0年
(
平
成
刀
年
)
の

回
線
人
口
は
、
子
育
て
此
代
の
定

住
化
を
は
じ
め
、
多
世
代
が
住
み

続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
間
同
倒

的
に
す
す
め
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

日
刀
人
と
し
ま
す
。

都
市
構
造
の
形
成

第1025号

山
川
枕
…
榊
泣
の
特
徴
を
い
か
し
、

米
間
に
制
民
い
ま
ち
を
、
ひ
と
つ

の
ま
と
ま
り
の
あ
る
都
市
と
し
て

形
成
し
ま
す
。

都
市
構
造
を
自
然
環
境
ゾ
l
ン、

地
区
と
拠
点
、
交
通
軸
と
い
う
観

点
か
ら
明
ら
か
に
し
ま
す
。

(
下

回
参
照
)

@
自
然
環
境
ゾ
l
ン
の
形
成

6
つ
の
民
岐
を
山
然
環
境
ゾ
ー

ン
と
し
て
必
定
し
、
特
性
を
い
か

し
な
が
ら
、
.
体
的
に
保
A
h

・
市

川
し
ま
す
。

ま
た
、
終
ゾ
l
ン
で
の
桟
づ
く

り
や
ゾ
I
ン
を
つ
な
ぐ
仙
の
形
成

に
よ
り
、
述
続
性
の
あ
る
山
扶
…
の

什
格
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す
。

。
地
区
の
形
成

市
街
地
は
、
駅
を
中
心
に

5
つ

の
ま
と
ま
り
を
持
っ
た
地
区
で
形

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
が
持
つ
自
然
や
腔
史

・
文
化

な
ど
の
特
色
を
い
か
し
な
が
ら
、

身
近
な
令
市
を
文
え
る
安
全
で
快

迎
な
常
川
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す
。

ま
た
、
政
孫
子
、
犬
E
台
、
湖

北
、
新
木
、
か
叩
佐
の

5
つ
の
駅
周

辺
を
地
以
拠
点
と
位
問
づ
け
、
拠

点
機
能
の
税
制
を
す
す
め
ま
す
。

@
中
心
拠
点
の
形
成

我
孫
子
駅
凶
辺
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
と
し
て

機
能
鮭
怖
を
行
う
と
と
も
に
、
手

口
泊
公
幽
周
辺
と

一
体
化
し
た
魅

み
あ
る
空
川
づ
く
り
を
す
す
め
、

山
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
中
心
拠
点

と
し
ま
す
。

。
地
区
聞
を
連
結
す
る
都
市
軸
の

形
成5
つ
の
地
一
院
を
辿
結
す
る
都
市

制
と
し
て
、
成
出
街
道
と
J
R成

刊
一
胤
を
松
川
づ
け
ま
す
。
市
内
作

地
↓似
の
述
絡
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
快
述
に
移
動
で
き
る
環
境
を

我
孫
子
な
ら
で
は
の
発
信
仰
報
を

生
ん
で
い
き
ま
す
。
地
一
冗
生
産
、

地
元
消
印
を
必
本
と
し
た
都
市
出

来
、
研
究
機
凶
や
大
学
と
の
協
働

市
淀
な
ど
に
も
川
郡
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
威
力
を
発
抑
し
ま
す
。
こ
の

地
で
か
つ
て
文
人
や
芸
術
家
が
制

作
に
励
ん
だ
と
同
じ
よ
う
に
、
市

民
は
思
い
思
い
の
創
造
の
や
り
と

り
を
楽
し
む
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
は
、
多
様
な
文
化
を
生

む
時
間
と
空
間
の
あ
る
ま
ち
を
め

ざ
し
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
将
来
都
市
仰

を
「
心
輝
く
ま
ち
手
賀
沼
と
人

と
文
化
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
と
し
て

共
通
の
日
制
に
し
ま
す
。

確
保
し
、
沿
道
や
駅
周
辺
で
の
魅

力
的
な
空
間
づ
く
り
を
す
す
め
ま

す
。

。
広
域
交
通
軸
の
形
成

広
域
交
通
軸
と
し
て
、
幹
制
道

路
と
J
R常
抑
制

・
成
同
州
酬
を
位

世
づ
け
ま
す
。

広
域
的
な
件
線
道
路
制
の
税
制

は
、
十
分
に
的
迫
邸
岐
を
仰
似
す

る
と
と
も
に
、
安
全
性
を
硝
似
し

な
が
ら
す
す
め
ま
す
。

ま
た
、
鉄
道
の
利
似
性
の
向
仁

に
努
め
ま
す
。

土
地
利
用
の
基
本
方
針

自
然
環
境
ゾ
l
ン
で
は
、
積
極

的
に
自
然
環
境
を
保
令

・
創
出
し

ま
す
。

市
街
地
で
は
、
適
正
な
上
地
利

則
を
必
却
し
、
良
好
な
住
琉
境
を

形
成
し
ま
す
。
市
街
地
に
般
し
、

円
然
的
ヒ
地
利
川
が
な
さ
れ
て
い

る
地
区
で
は
、
良
川
町
な
向
松
…
卯
境

を
応
大
阪
保
令
し
ま
す
。

七
地
利
川
は
、
こ
の
嶋
本
的
ぶ

針
に
法
づ
き
、
総
A
H
的

・
計
間
的

に
す
す
め
ま
す
。

E
施
策
の
大
綱

環

境

手川
μ
削
な
ど
の
水
辺
や
山
地
、

料
日山
林
、
九
尽
な
ど
の

n扶
…
刊
誌

を
立
主
な
財
-Mと
し
て
、

一
体
的

に
保
全

・
再
生

・
前
川
し
ま
す
。

地
球
部
境
へ
の
ね
仰
を
少
な
く
す

る
よ
う
、
資
源
の
術
部
を
す
す
め
、

部
境
に
や
さ
し
い
く
ら
し
の
実
現

に
取
り
組
み
ま
す
。

産

業

地
域
に
省
治
し
た
商
問
街
の
前

性
化
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
ザヤい'

いんμ
出
な
ど
の
資
加
を
い
か
し
た
新

た
な
尚
業
民
間
を
支
援
し
ま
す
。

出
挫
物
が
地
元
を
小
心
に
別
抗

さ
れ
る
抜
孫
子
ら
し
い
出
来
の
峨

立
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
、
州以来

の
持
つ
多
而
的
機
能
を
大
切
に
し

ま
す
。

将来都市構造図

(
抜
粋
)

新
た
な
-Mた
の
打
成
を
す
す
め
、

市
内
に
働
け
る
肌
引
を
つ
く
り
だ
し

ま
す
。健

康

編

祖

乳
幼
川
ん
か
ら
山
附
者
ま
で
き
め

細
か
な
保
他
サ
ー
ビ
ス
を
光
尖
す

る
と
と
も
に
、
安
心
し
て
く
ら
せ

る
医
療
体
制
を
時
立
し
ま
す
。

市
民
が
地
域
で
支
え
合
う
体
制

を
披
仙
し
ま
す
。
子
育
て
支
援
、

向
的
者
や
臨
ん
引
を
持
つ
カ
へ
の
支

援
な
ど
、
必
裂
に
応
じ
て
受
け
ら

れ
る
制
祉
サ
ー
ビ
ス
体
系
を
椛
立

し
、
住
み
悩
れ
た
地
峨
で
安
心
し

て
く
ら
せ
る
加
抗
づ
く
り
を
す
す

め
ま
す
。
市

民

活

動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
動
、
N
P
O

活
助
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
な
ど
、

(11)自然環境ゾーンをつなぐ軸
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市
民
の
ま
ち
づ
く
り
市
助
を
文
慢

し
ま
す
。

m
N
女
が
と
も
に
参
州
で
き
る
社

会
を
形
成
し
ま
す
。
ま
た
、
市
川以

や
川
際
交
流
同
体
と
辿
卿
し
、
外

川
人
も
く
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
尖

現
し
ま
す
。

生

涯

学

習

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
学
べ
る
よ

う
に
、
学
習
の
坊
と
機
会
を
充
実

す
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
め
る
環
境
を
つ
く
り
ま
す
。

子
ど
も
の
例
性
や
能
力
を
い
か

し
、
創
造
性
や
自
主
性
、
社
会
性

を
は
ぐ
く
む
、

m岐
を
つ
く
り
ま

す
。新

た
な
文
化
や
芸
術
前
助
を
文

慢
す
る
と
と
も
に
、
季
節
の
行
事
、

祭
り
な
ど
を
継
承
し
ま
す
。
ま
た
、

文
化
財
を
保
存

・
活
用
し
ま
す
。

都

市

基

盤

公
園
や
緑
地
、
上
下
水
道
な
ど

を
推
備
す
る
と
と
も
に
、
市
街
地

で
の
以
水
被
引
け
を
解
消
し
ま
す
。

道
路
や
歩
辺
な
ど
の
税
制
、
公

共
ぃ
父
過
の
輸
送
-Mや
利
便
性
の
向

ヒ
な
ど
、
総
合
的
な
交
通
期
境
の

悦
怖
を
す
す
め
ま
す
。
ま
た
、
安

令
な
交
通
時
境
を
税
制
し
ま
す
。

公
山
川
住
℃
の
供
給
と
良
質
化
、

住
宅
改
造
へ
の
支
援
、
住
宅
情
報

の
提
供
な
ど
、
定
住
化
を
支
え
る

新
た
な
住
宅
施
策
を
す
す
め
ま
す
。

優
れ
た
長
問
の
保
全
と
創
出
に

よ
り
、
魅
力
あ
る
ま
ち
並
み
の
創

出
を
す
す
め
ま
す
。

防
災
・
防
犯

災
叫
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
す

す
め
、
災
引
時
に
迎
切
に
刈
応
で

き
る
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

n
L
E

防
災
組
織
を
充
実
し
、
消
防
や
枇

2
・
政
助
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

ま
た
、
犯
罪
の
な
い
環
境
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

N
地
区
別
構
想

我
孫
子
地
区

(
全
文
)

「ゆ
と
り
と
若
さ
が
出
会
い

自
然
と
歴
史
が
人
を
結
ぶ
ま
ち
」

持
孫
子
地
区
は
、
手
白
川
や
創

而
林
な
ど
の
自
然
が
あ
り
、
多
く

の
文
化
人
に
愛
さ
れ
た
服
史
と
文

化
に
、
新
し
さ
が
情
け
あ
っ
た
く

ら
し
や
す
い
ま
ち
で
す
。
ま
た
、

交
通
や
附
殺
な
ど
市
の
中
心
地
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
ま
ち

天
王
台
地
区

で
す
。

こ
の
山
然
胤
境
や
府
山

・
文
化

を
身
近
な
も
の
と
し
て
、
次
代
を

築
く
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
ま
す
。

ま
た
、

一
人
ひ
と
り
が
い
き
い
き

と
く
ら
せ
る
よ
う
、
人
と
人
と
の

縁
や
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
ま
す
。

「
こ
こ
ろ
が
淑
か
く
芽
吹
き

く
ら
し
の
中
に
躍
動
が
あ
る
ま
ち
」

天
王
台
地
区
は
、
新
し
い
ま
ち

と
、
そ
れ
を
阻
む
紋
泣
か
な
古
く

か
ら
の
ま
ち
が
共
存
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
く
ら
し
始
め
た
人

ゃ
、
大
学
や
企
業
に
学
び

・
働
く

若
い
人
た
ち
が
多
い
ま
ち
で
す
。

湖
北
地
区

そ
し
て、

こ
う
し
た
人
た
ち
が
多

彩
な
交
流
を
始
め
て
い
ま
す
。

こ
の
交
流
を
さ
ら
に
広
げ
、
日
制

び
つ
き
を
強
め
て
お
五
い
を
支
え

A
H

っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
能
み
や
ア
イ
デ
ア
が
生

「土
と
の
ふ
れ
あ
い
と

ふ
る
さ
と
の
香
り
に
包
ま
れ
た
ま
ち
」

洲
北
地
区
は
、
古
利
拠
出
や
利

恨
川
の
水
辺
ゃ
れ
仰
に
恋
ま
れ
、
民

地
や
庄
蚊
林
、
文
化
財
な
ど
が
ふ

る
さ
と
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
区
間
が
整
理
さ
れ
た
住

宅
地
に
も
、
街
路
樹
や
公
園
、
自

然
の
ま
ま
に
残
さ
れ
た
創
而
林
な

ど
の
紋
が
あ
り
、
生
活
に
う
る
お

い
を
与
え
て
い
ま
す
。

こ
の
水
辺
、
四
一山
の
緑
、
谷
津

な
ど
の
ぬ
か
な
自
然
や
民
地
と
ふ

れ
あ
い
な
が
ら
、
人
と
人
と
が
交

さ
ら
に
、
山
民
や
政
孫
チ
を
肪

れ
る
さ
ま
ぜ
C

ま
な
人
々
の
山
会
い

と
交
流
か
ら
、
市
の
小
心
拠
点
と

し
て
の
に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
る
ま

ち
を
め
ざ
し
ま
す
。

み
だ
す
新
た
な
活
動
を
ま
ち
の
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

放
も
が
孤
独
に
な
る
こ
と
の
な

い
ま
ち
。
く
ら
し
の
中
で
心
が
は

ず
む
ま
ち
。
そ
ん
な
ま
ち
を
め
ざ

し
ま
す
。

流
を
活
発
に
し
、
こ
れ
ら
の
情
動

を
と
お
し
て
人
が
く
ら
す
環
境
を

大
切
に
守
り
育
て
て
い
く
ま
ち
を

め
ざ
し
ま
す
。

新
木
地
区

「
人
の
ぬ
く
も
り
と
、

森
の
や
さ
し
さ
が
身
近
な
ま
ち
」

新
木
地
区
は
、
気
位
に
い
一
戸
を
か

け
あ
え
る
舶
比
知
り
が
多
く
、

H

凶
か
ら
お
ぱ
い
を
思
い
や
る
ま
ち

で
す
。
人
と
人
と
の
強
い
結
び
つ

き
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
的
動
を
生
み

だ
し
て
い
ま
す
。

身
近
な
お
林
や
山
地
と
糾
し
み
、

く
ら
し
の
小
で
お
足
い
を
文
え
A
H

布
佐
地
区

「
緑
が
あ
ふ
れ
、
祭
り
に
人
が
集
う
東
の
玄
関
口
」

布
佐
地
区
は
、
水
辺
で
栄
え
た

歴
史
の
中
で
、
特
官
引
の
文
化
を
育

て
て
き
ま
し
た
。
住
ま
い
の
緑
と

自
然
の
緑
が
調
和
し
た
ま
ち
は
今
、

市
の
点
の
玄
関
口
と
し
て
、
隣
接

す
る
ま
ち
と
の
交
流
が
煤
ん
で
す
。

伝
統
的
な
祭
り
や
新
た
な
文
化

を
と
お
し
て
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
世
代
を
越
え
た
人
と
人
と

の
結
び
つ
き
を
深
め
る
と
と
も
に
、

V
構
想
の
実
現
に
向
け
て

市
民
と
い
巾
が
協
働
で
ま
ち
づ
く

り
を
す
す
め
ら
れ
る
よ
う
、
仙
川
却
問

の
公
開
や
共
布
化
を
す
す
め
、
市

民
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す
る
し

く
み
や
体
制
を
被
え
ま
す
。

弾
力
的
な
組
織
運
川
町
や
職
只
の

う
大
切
さ
を
、
共
に
与
え
、
訴
し

A
H
い
、
的
動
の
発
脱
に
つ
な
げ
る

こ
と
で
、
~
安
心
し
て
快
適
に
く
ら

せ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す
。

近
隣
市
町
の
人
た
ち
と
の
交
流
を

す
す
め
て
、
の
ど
か
な
自
然
の
中

で
、
人
々
の
心
が
些
か
な
、
魅
力

あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す
。

(
抜
粋
)

立
政
改
市
を
す
す
め
ま
す
。
適
切

な
政
策
却
側
の
し
く
み
を
つ
く
り
、

川
州
的
で
総
介
的
・
幼
υ
情
的
な
行

財
政
辺
営
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
山
川
報
技
術
を
市
川
す
る

た
め
の
基
本
方
針
を
定
め
、
行
政

と
地
域
の
山
川
柑
化
を

-
体
的
に
す

す
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
凶
係
す
る
市
町
村
と

の
広
域
的
な
つ
な
が
り
や
凶

・
叫

と
の
述
鳴
を
強
め
、
共
通
の
加
組

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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7
月
却
日
か
ら
8
月
例
固
ま
で
夏
の
防
犯
運
動
を
実
施

市
で
は
、
防
犯
協
説
会

・
我
孫

子
瞥
察
堵
と
協
力
し
て
、

7
月
初

日
(
祝
)か
ら
8
月
引
日
(
木
)
ま
で

「互
の
防
犯
迎
励
」
を
行
い
ま
す
。

互
は
、
痴
棋
や
泥
棒
に
よ
る
被

害
が
多
く
な
る
季
節
で
す
。

特
に
最
近
、
市
内
で
小
・
中
学

生
を
ね
ら
っ
た
痴
棋
や
持
出
狂
の

犯
罪
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
犯
罪

を
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
ら
、
す

ぐ
に
瞥
察
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
0

0
チ
カ
ン
の
防
止

・
女
性
の
皆
さ
ん
、
暗
い
夜
道
の

一
人
歩
き
は
止
め
ま
し
ょ
う
。
危

な
い
と
思
っ
た
ら
、
ま
ず
大
声
を

あ
げ
て
助
け
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

.
防
犯
ブ
ザ
ー
を
拙
哨
し
ま
し
ょ

う
。
い
ざ
と
い
う
時
大
き
な
此聞が

あ
な
た
を
守
り
ま
す
。
我
孫
子
瞥

察
署
生
活
安
全
部
で
も
販
売
し
て

い
ま
す
。
(価
格
・:
8
4
0
円
)

。
ひ
っ
た
く
り
被
害
の
予
防

・
自
転
車
の
前
か
ご
に
世
虫
口
川
は

入
れ
な
い
で
。
入
れ
る
と
き
に
は
、

上
に
ネ
ッ
ト
や
カ
バ

ー
を
か
け
て
0

.
無
灯
火
の
自
転
車
や
オ
ー
ト
バ

イ
が
近
づ
い
た
時
は
ご
用
心
。

・
歩
く
と
き
は
、
車
道
側
の
手
に

己
注
意
を

市
内
で
は
、
小
・
中
学
生
の
女
の
子
を
狙
っ
た
痴

漢
や
露
出
狂
に
よ
る
犯
罪
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
不

審
者
を
見
た
ら
直
ち
に
警
察
に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

一一、=

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

守
っ
て
ね
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
l
ト
で
ボ
ク
の
未
来

7
月
初
日
(祝
)か
ら
8
月
初
日

(臼
)
ま
で
、
「
互
の
交
通
事
故
防
止

運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

お
子
さ
ん
に
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
l
ト

今
容
か
ら
、
6
歳
未
満
の
お
子

さ
ん
の
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
l
ト
活
用

が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
お
子

さ
ん
に
は
、
体
に
あ
っ
た
チ
ヤ
イ

ル
ド
シ
l
ト
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
l
ト

の
レ
ン
タ
ル
を
開
始
し
ま
し
た
。

詳
し
く
は
市
役
所
交
通
整
備
部
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

エ
ン
ジ
ン
を
掛
け
る
前
に

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

今
年
6
月
の
シ
l
ト
ベ
ル
ト
計

用
準
調
査
で
は
、
約
押

・
3
%
の

活
用
権
が
あ
り
ま
し
た
。

活
用
率
は
年
々
矧
え
て
い
ま
す

が
、
運
転
者
は
も
ち
ろ
ん
、
助
手

席
や
後
部
座
席
の
人
も
、
必
ず
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

違
法
駐
車
は
や
め
て

駅
前
通
り
や
商
鹿
街
、
住
宅
地

で
の
逃
法
駐
車
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
辿
法
駐
車
は
道
路
を
狭
め
、

渋
滞
や
事
故
の
原
因
に
な
り
危
険

で
す
。
逃
法
駐
車
を
し
な
い
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す。

悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
す
た

め
に
、

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
思
い
や
り
と
ゆ
ず
り

あ
い
の
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
我
孫
子
響
察
耕
宮

(
位

)0
1
1
0
、
交
通
整
備
都
宮

(お
)
1
1
1
1

バ
ッ
グ
な
ど
を
持
た
な
い
で
0

0
空
き
巣
な
ど
の
予
防

・
留
守
に
す
る
と
き
は
、
必
ず
戸

締
ま
り
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
出
入
り
口
に
は
、

主
錠
の
ほ
か

に
補
助
錠
を
。

・
お
風
巴
坊
の
窓
、
使
所
の
同
窓

な
ど
の
施
錠
も
忘
れ
ず
に
。

・
夜
は
早
め
に
戸
締
ま
り
。
躍
る

前
に
は
カ
ギ
を
確
か
め
る
習
伯
を
0

0
乗
り
物
の
盗
難
防
止

・
自
転
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
か
ら
離

れ
る
時
は
、
ち
ょ
っ
と
の
問
で
も

必
ず
カ
ギ
を
忘
れ
ず
に
。

-
オ
ー
ト
バ
イ
は
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ

ク
を
し
、
ワ
イ
ヤ
ー
錠
も
つ
け
て
0

.
自
転
車
に
は
名
性
き
シ
l
ル
を

張
り
、
防
犯
目立
録
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

防
犯
協
議
会
宮

(
斜

)
8
1
9
0
、
我
孫
孟

謀

者
生

活
安
全
部
宮
(む
)
0
1
1
0

夏休みにあびこの自然に触れる

制限ネイチャーイン
手賀沼ピ方トーフ観察会

自
然
と
歴
史
に
ふ
れ
あ
る

古
利
根
ネ
イ
チ
ヤ

E
イ
ン

所 利 森た
も根近」「今
あ沼くを古年
り 、に 」巴手IJ 3 
ま波2は存根 月
す除点 、し公 15
ポ'芝玄園 日
銀1原H1、自に
L~ 城:MO 然、 Bf.J
なfi!1日間設
ど、司祭さ

見性7 の れ

心の相談

ださ利用く
、.，.ミ号

、ー

気
持
ち
が
沈
み
が
ち
、
何
も
や

る
気
に
な
れ
な
い
、
人
山
山
係
に

疲
れ
た
、
い
ろ
い
ろ
な
事
が
不
安

で
た
ま
ら
な
い
、
ひ
と
つ
の
事
が

気
に
な
り
出
す
と
到
か
ら
雌
れ
な

い
、
何
と
な
く
イ
ラ
イ
ラ
裕
ち
消

か
な
い
、

眠
れ
な
い
:・
こ
ん
な
抗

状
は
、
あ
り
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
毎
月
L
問
、
専
門
医
に

よ
る
心
の
他
山
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
病
院
へ
行
っ
た
方
が
よ
い

の
か
悩
ん
で
い
る
方
、
ご
家
肢
の

敬
老
祝
金
を
贈
呈
し
ま
す

申
請
書
を
ご
返
送
く
だ
さ

い

市
で
は
、

9
月
に
高
齢
者
の
長

持
を
祝
い
、
敬
老
枕
金
を
附
呈
し

ま
す
。
対
象
者
に
は
申
前
牲
を
お

送
り
し
ま
し
た
の
で
、
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。
対
象
者
で
申
前
む
が

届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
介
護
支

援
謀
へ
ご
迎
絡
く
だ
さ
い
。

我
孫
子
市
環
境
レ
ン
ジ
ャ
l
の

案
内
で
、
新
た
な
自
然
体
験
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
・

場
所

7
月
刊
日
(臼
)午

前
9
時
叩
分
湖
北
駅
北
口
広
場
集

合
、
日
時
加
分
現
地
で
解
散
予
定

(
荒
天
中
止
)、
参
加
無
料

服
装

長
そ
で
、
帽
子
、
す
べ
り

に
く
い
靴

(ス
カ
ー
ト
は
不
適
)

持
参

水
筒、

経
記
用
具

申
し
込
み

直
接
集
合
場
所
へ

問
い
合
わ
せ

手
賀
沼
諜
宮
(お
)

1
1
1
1内
総
4
6
2

※
当
日
の
開
催
の
有
無
は
、
午
前

8
時
却
分
か
ら
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
宮
(お
)5
0
0
0
コ
l
ド
番
号
8

5
0
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

手
賀
沼
ピ
方
ト
1
7

自

然

観

策

会

手
賀
沼
ピ
オ
ト
l
プ
は
、
水
生

植
物
の
も
つ
浄
化
能
力
を
利
用
し

対
象
者

9
月
1
日
現
在
で
市
内

に
引
き
続
き
5
カ
月
以
上
居
住
し
、

次
に
該
当
す
る
方

O
W
歳
の
方

(大
正
H
年
9
月
2

日
か
ら
大
正
ロ
年
9
月
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
)
・:
l万
円

o
m歳
の
方

(明
治
判
年
9
月
2

て
平
賀
沼
の
水
を
き
れ
い
に
し
、

い
ろ
い
ろ
な
生
物
が
住
め
る
環

境
を
め
ざ
し
て
昨
年
完
成
し
ま

し
た
。
-
年
を
経
過
し
た
今
、

さ
ま
ざ
ま
な
生
物
が
住
み
ポ
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た。

ど
ん
な
植
物
が
生
え
て
い
る

の
か
、
ど
ん
な
動
物
が
い
る
の

か
、
観
察
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
・

場
所

8
月
5
日
(
土
)

午
前
9
時
手
賀
沼
親
水
広
場

「
水
の
館
」
正
面
玄
関
集
合
、

日
時
特
分
間
地
で
解
散
予
定

(小
雨
実
施
・

荒
天
中
止
)

※
観
察
場
所
ま
で
係
が
引
率
し

ま
す

(片
道
約
3
キ
ロ
)

対
象

市
内
小
中
学
生
(
親
子

で
の
参
加
も
で
き
ま
す
)

参
加
費

無
料

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

屯

話
で
手
賀
沼
訓
告
(
お
)
1
1
1

1
内
総
4
6
4
へ

こ
と
で
悩
ん
で
い
る
方
、

一
度

相
談
に
い
ら
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

相
談
日
時

8
月
2
日
(
水
)午

後
1
時
加
分
か
ら
3
時
泊
分

(以
降
、
毎
月
第
1
水
附
日
に

尖
施
。
日
程
は
広
報
1
日
号
以

終
岡
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
を
参
照
)

場
所

初
祉
総
合
根
室

費
用

無
料

(予
約
制
)

予
約
・
問
い
合
わ
せ

引
前
に

屯
話
ま
た
は
直
接
、
福
祉
総
合

相
談
室
宮
(部
)1
1
2
2
へ

日
か
ら
大
正
元
年
9
月
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
)
・:
2
万
円

。

ω歳
の
方

(明
治
犯
年
9
月
2

日
か
ら
明
治
M
年
9
月
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
)
:・
3
万
円

。
1
0
0
歳
以
上
の
方

(明
治
日

年
9
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
)

.・・
5
万
円

申
請
期
限

7
月
初
日
(金
)

贈
呈
方
法

口
座
長
込

問
い
合
わ
せ

介
護
支
援
謀
宮

(お
)1
1
1
1内
総
3
1
0

台風シーズンを前に

水防演習を実施

p
cカ
レ

市
民
プ
ラ
ザ
で
は
、
パ
ソ
コ
ン

教
室
「
P
C
カ
レ
ア
ジ
」
の
第
詑

則
受
拙
者
を
一
結
集
し
て
い
ま
す
。

受
加
者
に
は
誹
臨
時
川
以
外
に

パ
ソ
コ
ン
を
開
放
し
て
い
ま
す
の

で
、
自
宅
に
パ
ソ
コ
ン
が
な
い
方

で
も
繰
り
返
し
練
習
が
で
き
ま
す
。

※
l
単
元
は
、

卯
分
で
す
。

※
受
講
料
は
、
い
ず
れ
も
テ
キ
ス

ト
代
を
含
む
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー

夏休み親子
なんでも体験教室
料理・天体観測・自然観察

:利根川河川敷

古
戸
地
先
の
利
根
川
河
川
敷
で
、

我
孫
子
市
と
柏
市
の
共
催
に
よ
り

水
防
出
閉口が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
演
習
は
、
台
風
シ
ー
ズ
ン

を
前
に
、
水
防
工
法
の
修
得
と
笑

簡
を
行
う
も
の
で
、
岡
市
の
共
催

で
幻
回
目
の
実
婚
と
な
り
ま
す
。

当
日
は
、
両
市
の
消
防
団

μ
・

消
防
職
以
、
防
災
凶
係
者
な
ど
約

5
0
0
人
が
参
加
し
ま
す
。
台
風

に
よ
る
大
雨
で
利
権
川
の
水
位
が

上
昇
し、

堤
防
に
屯
裂
や
漏
水
等

が
生
じ
た
と
の
想
定
で
、
伝
統
的

な
土
の
う
作
り
や
、
行
竹
を
利
則

し
て
亀
裂
の
拡
大
を
防
ぐ
H

折
り

返
し
工
法
H

H

五
徳
総
い
工
法
ぺ

堤
防
の
漏
水
を
防
ぐ
m
月
の
輪
工

法
山
な
ど
を
行
い
ま
す
。

※
雨
天
の
際
も
実
施
し
ま
す

日
時

・
場
所

7
月
初
日
(祝
)
午

前
9
時
か
ら
U
時
、
終
末
処
理
セ

ン
タ
ー
下
流
の
利
根
川
河
川
敷

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
瞥
防
課

宮

(UC
O
I
l
9

7月20日

.....Pcカレッジ講座
講 座名 単π 受講料

ワード(ワープ口) 8 21，000円

ヱクセル(表計算)

初級編 4 15，700円
中級編 4 15，700円

ウインドウズ98 2 4，800円

1ンターネッ ト 4 15，700円

ッ
ジ
受
講
者
募
集

ネ
ッ
ト
は
、
通
信
代
も
含
み
ま
す
。

※
エ
ク
セ
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

は
、
パ
ソ
コ
ン
で
の
文
字
入
力
が

で
き
る
方
が
対
象
で
す
。

受
諦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

毎
日
午
前
川
時
か
ら
午
後
7
時
ま

で
に
、
直
接
市
民
プ
ラ
ザ
宮
(
幻
)

2
1
1
1
へ
〈
た
だ
し
、
休
館
日

を
除
く

(批
終
而
今
月
の
休
館
日

参
照
)〉

料
迎
、

天
体
観
測
か
ら
自
然
観

察
ま
で
な
ん
で
も
や

っ
て
み
ま
し

ょ、っ
。

男
の
子
ら
し
さ
、
女
の
子
ら
し

さ
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
個
性
を
尊

主
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
親
子
で

考
え
る
講
座
で
す
。

日
時

8
月
円
日
(
土
)
・初
日

(日
)の
l
泊
2
日

場
所

県
女
性
セ
ン
タ
ー

(柏
市

柏
の
諜
4
の
3
の
1
・
さ
わ
や

か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ
内
)

対
象

・
定
員

小
学
校
高
学
年

の
お
子
さ
ん
と
保
識
者
、
日
組

(応
…品
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

受
鵠
料

相川口料

(食
裂
・
宿
泊

費
は
築
資
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

屯

簡
で

7
月
却
日
ま
で
に
県
女
性

セ
ン
タ
ー
宮
(刊
)
8
6
0
2
へ

さ
わ
や
か
八

l
ト
ち
ぱ

タ
ル
ー
ズ
芭
ミ
ナ

t
参
加
募
集

県
教
育
委

μ会
で
は
、

次
代
を

担
う
ヴ
年
が
、
社
会
に
口
献
で
き

る
泣
か
な
国
際
性
を
身
に
付
け
、

地
域
の
発
展
に
市
与
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
、
汗
年
リ
ー
ダ
ー
を

中
華
人
民
共
和
国
に
派
逃
す
る
研

修
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

今
年
は
、
行
年
胞
に
加
え
て
広

い
年
齢
層
の
方
に
も
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
船
上
で
交
流
を
探
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

派
遣
期

聞

は

月
3
日
(
円
)か
ら

け
日
(月
)ま
で
の
8
泊
9
日

※
耶
前

・
事
後
研
修
が
あ
り
ま
す

派
遣
先

中
華
人
民
共
和
国

(上

海
、
蘇
州
)

交
通
手
段

船
舶

応
募
資
格
・

定
員
*
い
き
い
き

コ
1
ス
・:
①
生
涯
学
習
維
進
等
の

た
め
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
前
知
歳
以
上
必
歳
以
下

(来
年
4
月
1
日
現
在
)
の
方
で

市
か
ら
推
服
さ
れ
た
方
、
加
入

②
県
内
在
住

・
従
勤
・

在
学
者
で
、

将
来
、
県
内
各
界
の
指
埠
考
と
し

て
活
動
で
き
る
満
羽
成
以
上
向
日

歳
以
下
(
今
年
4
月
1
日
現
在
)

の
方
、

1
7
0人

牢
ゆ
っ
た
り
コ
l
ス
・:
県
内
在
住
・

在
勤
・

在
学
者
で
、
サ
ー
ク
ル
情

動
や
生
涯
学
習
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
方
、

1
5
0
人

個
人
負
担

い
き
い
き
コ

1
ス
:・

叩
万
円
、
ゆ
っ
た
り
コ
l
ス
i
m

万
5
0
0
0円

応
募
期
限

9
月
8
口
(金
)
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l夏休みこども工作教室l
日時 ・鋼所 7月26日(水)108寺~

12時、湖北地区公民館

内容 押し花を使って作るハガキ

としおり

対象・定員小学生以上、先着20

人

参加費 200円(当日徴収)

指参 定規、はさみ、ピンセッ ト

(ある人)、新聞紙、ゴミ袋

申し込み ・問い合わせ 毎話で中

央公民館公(82)0515へ

|夏休みこども映画会|

日時・1易所 7月22臼(土)10時~

12時、湖北地区公民館 (参加無料)

上映作品 ちびまる子ちゃんほか

定員 250人 (申し込み不要)

問い合わぜ 中央公民館fi(82)05

15 

寸夏 休~一語「すぎ教室
手作リハガキにチャレンジ

日時・ 燭所 8月5日(土)13時~

15時30分、あらき圏 (新木1637)

対象小学生以よ

定員 先着20人

参加費無料

申し込み ・問い合わぜ 電話であ

らき園舎(88)4188ヘ

l夏休み環境学習!
。手賀沼船上見学

B時 8月 1日(火)10時~12時

(荒天中止・参加無料)

集合渇所 中央公民館

定員先着40人

。石けん工渇見学

日時・ 集合湯所 8月21日(月)8
時45分 (筒閤厳守)、 市民会館

定員先着40人

参加賀 無料 (昼食は各自持参)

申し込み ・問い合わぜ いずれも

電話で商工観光課企(85)1111ヘ

l夏休み親子石けん作リ講習会!
日時 8月 6日(日)9 時30分~ 1 1

時30分 (参加無料)

燭所 ふれあい工房

定員 親子8組 (先着順)

持参 マスク、ゴム手袋 (汚れて

もよい長補、長ズボン着用)

申し込み・問い合わぜ 電話で商

工観光課企(85)1111内線329へ
おやこふれあい
ボランティア体験教室

日時・錫所 8 月 26 日(土)~27日

(臼)、 手認の丘少年自然の家 (1 

治2日)

対象小中学生と保護者

定員先哲20組

害警加蜜 1人3000円 (食事代等)

申し込み・問い合わせ 電話で7

月21日から同施設公(91)1923へ

みやたくるみ

宮田来海 ちゃん
(天王台 ・1歳2カ月)

lコミの行方、確かめてみませんか |
一自体験乗車

日時 8月21日(月)• 22日(火)の

いずれか 1 日、 8 時30分~ 1 5時

(雨天の場合は翌週に延期)

内杏 ゴミの収集、施設見学、座

談会(循環型社会への取り組み)

対象 13歳以上の方 (18歳米満

の方は保護者の承諾が必要)

定員 先着10人

申し込み・問い合わぜ 霊童話でク

リーンセンタ一宮て87)0015ヘ

|高校生ボランティア教室|

日時 7 月 26 日 (水)~28 日(金) 9

時 15分~17時

渇所 市民会館と福祉施設等

内容 手話、ボランティア体験等

対象・ 定員 高校生、先着30人

参加費 1500円 (昼食代3自分)

申し込み・問い合わせ 電話でボ

ランティアセンター公(85)5233ヘ

|夏休み動く親子物価教室|
日時 ・湯所 8月18臼(金)9時J

R千葉駅前集合、16時解散予定

見学先 全国農協直販(株)総合基

幹工場、新東京国際空港

対象 ・ 定員小学校 4~ 6 年生と

保護者、 20組 (応募多数時抱選)

参加費 無料(昼食あり)

d努 fs 一-~ 
ミニSL・サイつリンヲ
みんなで楽しむ夏休み

期間 7 月 20 日~ 8 月3 1 日 (月曜

日、雨天-荒天の場合休業。以降

11月末までは土 ー日 祝日に営業)

営業時間 10時~打開 (10月から

は168守まで.レンタサイクル貸し

出しは終了時間の 1時間前まで)

渇所 手賀沼公園

回国
国勢調査員

資格 秘密を守り 、n任を持って
業務を行える20歳以上の方 (税務 -

笹察 ・選挙に関係していない方)

募集人員我孫子駅周辺 (我孫子、

白山、 本町、 緑、寿)40人、天王

料金*ミニSL・2周200円 台地区 (天王台、柴崎)40人、 湖

*レンタサイクル...3時間500円、 北地区 (中峠、中里)25人

以降1時間ごとに100円 (小学生 内寄世帝名簿と調査区地図の作

以下は半額)

問い合わぜ (財)あゆみの郷公社

8(83)1130(土~月と祝日を除く)

目無料ワープロ講習
無料 CAD初級講習

。無料フープ口調習

内容 パソコン (一太郎)初歩

定員 15人 (応募者多数時拍選)

。持者料CAD初級摘習

内容 図形の作成方法の習得

定員 10人(応募者多数時抽選)

日時 いずれも8月7日(月).8 

日(火)9時から 16碕

渇所 我孫子高等技術専門校

成、 調査察の配布と回収・ 整理

期間 9 月 20 日~ 1 0月 1 1 日

報酬 約4万円 (調査世帯数によ

り増減あり)

申し込み ・問い合わせ 竃話で総

務課まま(85)1111内線229ヘ

|北部地織文化祭作品|
開催日展示会… 1 1 月 3 臼(祝)~

5日(臼)、芸能祭…198(日)

渇所 つくし野コミュ二ティーホ

ールほか

募集部門 絵画、 曾道‘生け花、

響曲、日本舞踊ほか

申し込み・問い合わせ 往復ハガ 申し込み ・問い合わせ 電話で9

キに住所、電話番号、 氏名、年齢‘ 月13日(水)までに武者小路公(69)43

車霊祭、諸習名を明記し、 7月28日

(金-必着)までに久寺家684の1

同校fi(84)6411ヘ

l久遠苑「納涼大会JI 
日時 7月29日(土)1 8時~20時

(雨天の場合は屋内で実施)

内容 盆踊り.模擬庖ほか

場所 ・問い合わせ 久遠苑(日秀

208)公(8ワ)3141

手 賀 沼探検隊
~子ども会育成会連絡協議会~

日時・ I易所 8月1日(火)13日寺烏

の博物館集合、 20時中央公民館解

徴予定 (雨天実施)

内奮 船上観察.探烏.バー ドカ

申し込み ・問い合わせ 往復ハガ ーピング (内山春雄氏指導)ほか

キに教室名、小学生の氏名、性別. 対象 ・定員市内小学生、先着50

学年、保護者の住所、郵便番号、 人

氏名、年齢、続柄、電話番号、 返 参加賀 500円 (夕食代含む)

信あて先を明記し、 8月 1日(火・ 申し込み 往復ハガキに住所、氏

94、!J¥俣怨(69)6756ヘ

|デイヘルプ新会員 |
デイヘルプは、今回NPO (特

定非営利活動法人)の認証を受け

たのを機に、新規事業のための会

員を募ります。

内容 ①手すり取り付けなどの日

曜大工ができる方②パソコンのソ

フトやハー ドの専門知識をお持ち

の方③介護器具の修繕やアイデア

に関心のある方④経理苧務を手伝

っていただける方

※年齢-資格等は問いません
しり

申し込み・問い合わせ 電話で森
や

谷公(82)3744ヘ

我孫子自然を観察する会会員

日時 毎月第3日曜日10時、我孫

子駅南口集合 (荒天中止)

湯所手賀沼周辺(参加無料)

必着)までに〒260-8667県民生活 名、学年、 性別、 電話番号を明記 Hi参 帽子、あれば双眼鏡 図鑑

20∞0町 16 (6) 
忘れすず.に納め怠しよう

項 目
納期限
(口座媛替日)

固定資産税・都市計画税
31 (月)

第 2期

国民年金(払込期限) 31 (月)
国民健康保険税第2矧 31(月)

水道料金 26(7.1<) 

参 周@跡鎗固
市民図書館 17(月上24(月)、31(月)

中央・ 湖北jfu~公民自
17(月上20(祝).24(月)
31(月)

鳥の博物館 3171(1月月上)21(金).24(月)

市民プフザ 20(祝)

市民会館 17(月).24(月).31(月)

つつ ~ lf '~5富山ント 17(月)、20(祝)、24(月)25(火)、31(月)
市民体育館 31(月)

ふれあい工房 17(月).24(月)、31(月)

著著一己瓦面苅I芯Eを探吾
イベントの出演団 体

老いへの対応を探る実行委員会

では、合唱、合奏、舞踊、 寸劇な

どイベントに出演していただける

市内の団体を募集しています。

日時 1 0月 8 日(日 ) 10時~16時 、

1団体 10分程度の出演

I易所 市民プラザホーlレ

募集数 15団体何事多数時抽選)

申し込み・問い合わぜ 往復ハガ

キに団体名、出演内容、 出演人数、

代表者の住所、 氏名‘電話番号を

明記し7月26日 (水必着)まで

に市役所介護支援諜fi(85)1111ヘ

• 

定例教育委員会

日時・場所 7月25日(火)13時30

分、水道局4階会議室

問い合わぜ 教育委員会総務課

点検商法・かたリ商法にご注意

家のリフォーム調査、耐震調査

など市から委託されたとかたって、

訪問する悪質業者の苦情が、 j肖t.!i
生活センターに寄せられています。

当センターでは、 契約に関する

トラブル、商品の品質、安全性な

どについて、相談をお受けし、解

決のお手伝いをしています。お困

リの際は、気軽にご相談ください。

相談日 毎週月~金曜8 10時~ 1 2

時、 1 3時~15時(祝日を除く)

問い合わぜ 消費生活センター怨

(85)0999 

|痴ほうに関する医療相談|

痴ほう症状のある方を介護して

いるご家族を対象に、老人性痴呆

疾患センターの医師による医療相

談を行います。

日時.1易所 7月2ワ日(木)14時~

15時30分、 保健センター

申し込み・問い合わぜ 電話で介

護支援諜公(86)1411ヘ

|痴ほうの方の家族の集い |
介鐙方法や日頃の悩みなどにつ

いて、情報受換をしてみませんか。

日時・燭所 7月27日(木)13時30

分~ 1 5時30分、 保健センター

多加盟 100円 (お茶菓子代)

問い合わぜ 介護支援謀包(85)1111

諜消費者行政班fi043(223)2296ヘ

|平和大行進我孫子コース |

日時 7月21日(金)9時15分湖北

駅南口集合 (雨天実施)

コース 第二小学校一天王台北近

隣センター→市役所前→手賀沼公

園(午後3時相コースヘ引き継ぎ)

※昼食は主催者で用窓します

問い合わせ 原水爆禁止国民平和

大行進実行委員会加顔合(89)1781

1プレーメンの音楽家 1
日時 ・燭所 7月3ο日(日)15時開

演 (14時30分間場)、 アピイホー

ル (イトーヨーカ ドー3階)

曲目 バッハ ・ーカンタータ、ドイ

ツ歌曲オペラ、 日本の歌

入燭料 一般ーーー前売り1500円、当

日2000円、学生・・・前売り1000円、

当日 1500同 (全席自由)

問い合わぜ 児玉合(82)1623

前進座歌舞伎公演

日時・渇所 7 月 25 日(~) 14時30

分開演‘ 市民会館

演目 一本万土俵入、札主華道

入揚料 S席55∞同‘ A席45∞ 円

問い合わぜ 須)11包(84)4037

し、 7月25日 (火 ・必着)までに

下ヶ戸ワ30梅谷三恵fi(83)2636ヘ

野村生涯教育「教育相談」

内容 いじめ、不登校、離婚など

日時 7 月 1 8 日(火) 1 0時~ 15時

燭所 市民会館(参加無料)

※託児あり (おやつ代100同)

問い合わぜ (財)野村生涯教育セ

ンタ一本部会03(3320)1861 

午後のひとときをフルートで
人形劇「アラジンと魔法のランプ」

。フルート演奏会

日時 7 月20日(捌 1 3時30分~14

時40分 (入場無料)

出演 武蔵野音楽大学の皆さん

。人形劇

日時 7 月23日(日) 1 3日寺30分~ 14

8守15分 (入場無料)

出演 劇団 「貝の火」

燭所 いずれもアピイホーlレ

問い合わぜ アピイクオーレ合

(82)1351 

|ぎ雀 | 宣釜会民謡発表会 !
日時 ・煽所 7月23日(日)10時

開演、湖北地区公民館(入場無料)

※プロ歌手も出演します

問い合わぜ 岡田fi(82)5438

問い合わぜ 小林公(87)0595

|「ひまわり英会話」会員|

日時・湯所 毎週金曜日9時30分

~ 1 1 時30分、 市民会館

使用テキスト NHK基礎英語

定員 10人

会資月3000同
たか由

問い合わせ 高野公(39)2063

i営理官認す.0..0.白
穴面、拍~MM貝

説明会日時 ・燭所 7月22日(土)

1 3時 、 市民会館(以降第 1 ~ 4 土

曜日の午後に活動)

使用テキスト NHK英会話入門

申し込み ・問い合わぜ 電話で清

水fi(82)2664ヘ
げ第4回サトウハチ白玉記言
問3かあさんの詩全国コンヲーjレ作品

テーマ 「母」に対する思いの詩

応募先・問い合わゼ 8月31日

(木ー必着)までに〒024-0392岩

手県北上市和賀町4剣|日11の160

北上市教育委員会社会教育課 「お

かあさんの誇」全国コンクール実

行委員会合0197(64)2111ヘ

h公共hi!iof}:利用の鉱石的芯5d'ihは

侵先的|ごl~Pfrが6自E保されているも

のではありまぜん。

この広報紙は再生紙を使用しています


